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がんがん医療の課題医療の課題
～患者・記者の視点から～～患者・記者の視点から～

20062006年年1111月月22００日日
読売新聞社会保障部読売新聞社会保障部

記者記者 本田本田 麻由美麻由美

厚労省「がん対策の推進に関する意見交換会」
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「その日から「その日から
生き地獄でした」生き地獄でした」

忘れられない忘れられないTTさん（７０歳代）かさん（７０歳代）か

らの手紙らの手紙

妻が不調訴え診療所へ、３か月後妻が不調訴え診療所へ、３か月後
に別の病院で膵がん告知に別の病院で膵がん告知

５か月後、「もう治療法はない」「退５か月後、「もう治療法はない」「退
院して」と言われ、仕方なく家へ院して」と言われ、仕方なく家へ

「相談する術もないまま、私の腕の「相談する術もないまま、私の腕の
中で苦しみ、胃液を出しながら息を中で苦しみ、胃液を出しながら息を
引き取った妻・・・」引き取った妻・・・」

「疑問だらけのがん医療、医者の「疑問だらけのがん医療、医者の
説明の仕方、対応に不満爆発」説明の仕方、対応に不満爆発」

読売新聞２００５／８／１付朝刊


